


はじめに

本書は下記のブログに元に書いたものです。ただし本書のほうが画像が大きく見やすくなってい
ます。
『熊本　臨床心理士の私的スピ系備忘録』

それぞれ場所はこちらを参照してください。
『熊本のパワースポット』

http://enju3946.blog65.fc2.com/
http://maps.google.co.jp/maps/ms?hl=ja&ie=UTF8&msa=0&msid=106462757340482105609.00045fdc146a273a1ccfa&t=k&z=9


舟の口水源（熊本県上益城郡山都町長崎）

宮崎県との県境近くにある舟の口水源です。  

舟の口水源までは服掛松キャンプ場を通り過ぎ、山道を進んでいくと辿りつけます。 
道は舗装されていますが、大型車だとちょっと運転しにくいかも。  



熊本名水百選にもなっています。 
横にホースがありますが、直接くちをつけて飲む方が美味しく感じます！
顔がずぶ濡れになるのも爽快感♪



 

水はいたる所から流れでており、これもその一つ。 
水量が多いためか、このあたりでは暑さが和らぎます。 



上の写真の下流部分。



別の場所からも何箇所にもわたって水が湧き出ていました。 

またここでは魚の養殖がされており、たくさんの魚影を見ることができます。 



（2010.7.24）



霊厳洞（熊本県熊本市松尾町平山）

宮本武蔵が『五輪書』を書いたといわれる霊厳洞（れいがんどう）です。 

霊厳洞へは熊本市方面から101号線を走っていると、このような看板が見えてきます。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%AE%E6%9C%AC%E6%AD%A6%E8%94%B5
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E8%BC%AA%E6%9B%B8


駐車場のすぐ近くにある武蔵像。



武蔵像の近くにこのような言葉が彫ってありました。 

すぐ近くにある黒岩展望所。 この日は曇り気味でしたが、山あいとその先にある海がよく見渡せ
ました。 



駐車場から霊厳洞までは若干歩き、雲厳禅寺を通り過ぎます。



霊厳洞への入場料は大人200円、小人100円。 

中に入ると、まず五百羅漢が見えてきます。
約200年前に作られたため、半数ほどは破損しているそうです。
しかしその数には圧巻。



五百羅漢の説明文。



一番奥まで進むと霊厳洞があります。 
洞窟の中はここまでしか入れませんでしたが、奥には馬頭観音が安置されているそうです。 

岩陰にカワイイ感じでちょこんと置いてありました。  



（2009.11.21）



池山水源（熊本県阿蘇郡産山村田尻）

全国名水百選にもなった池山水源です。  

全国と共に熊本県でも名水百選に認定されています。 



水源から流れている川です。 こういう緑に囲まれた場所に池山水源はあります。 



池山水源。 水の透明度がものすごく、向こう側には水神様（？）が祀ってありました。 

違うアングルからもう一枚。 



水晶のブレスレットを水源につけて浄化中。 
ちなみに水源は飲料水にも使われるため、中に入らないようにと注意書きがありました。  



池山水源の説明文。

（2009.7.13）



塩井神社・塩井社水源（熊本県阿蘇郡南阿蘇村中松）

南阿蘇にある塩井神社と、その横から湧き出ている塩井社水源です。 

駐車場からの一枚。 
駐車場は数台分停められる広さがあります。 



塩井神社の社殿。
 御祭神は罔象女神で水の神様です。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9F%E3%83%85%E3%83%8F%E3%83%8E%E3%83%A1


境内では綺麗な紅葉が色付いていました。 



こちらは塩井社水源。 池山水源を彷彿させる美しさです。
ちなみに近くには「泳がないでください」や「洗濯はご遠慮ください」などの注意書きが。 

中にはたくさんの小魚が泳いでおり、カニを見ることもできました。

http://enju3946.blog65.fc2.com/blog-entry-311.html


（2009.11.15）



高森殿の杉（熊本県上益城郡山都町柳）

樹齢が1000年を越すと言われている高森殿（たかもりどん）の杉です。 
左が雄杉で、右が雌杉だそうです。

高森殿の杉まではやや道が分かりにくくなっています。 
最初の関門はここで、この小道を入っていきます。 
ちなみにこの写真の左側が十字路で信号があります。



しばらく走るとこのような看板が。 
ここから次の目印まで車で2分弱。 



そして最大の難関はここ。 
この右側のところから入っていきます。 
ちなみにこの写真を撮っている位置より少し後ろに、車が一台停められるくらいの離合帯があり
ます。 



しばらく坂道を上がって行くと、このような景色が見えてきます。 
この中心から少し右に見える茂みが、目的の高森殿の杉がある場所です。



近づくと茂みの中に立て札がありましたが、正直、始めは完全に見逃していました。

 

そしてとうとう、茂みを分け入ってみると、そこに高森殿の杉が！ 







この場所の雰囲気というかオーラというか、とにかくここで感じたものは写真では表せません。 
とても荘厳で、原始的で、力強いパワーがありました。

（2009.7.6）



鍋ヶ滝（熊本県阿蘇郡小国町黒渕）

熊本の滝の中でも特に有名な鍋ヶ滝です。

鍋ヶ滝の入り口。



鍋ヶ滝まではけっこう急な下り道になっていますので、気をつけて降りていきましょう。



滝を正面から。

ここの最大の特徴は、滝の裏側に回れること！
滝の轟音が響きながらも、ひんやりとした清浄な空間が広がっています。



左側の滝に虹が出ていました（ちょっと見えにくいですが）。



（2009.6.12）



白糸の滝（熊本県阿蘇郡西原村河原）

西原村にある白糸の滝です。

白糸の滝までは駐車場から少し歩かないといけません。



滝の近くで100円徴収されます。



滝を近くから。

滝の上部。
実際にはこのように勢い良く流れ落ちています。



滝つぼから流れ出る水にも風情を感じました。



白糸の滝は別名、「寄姫の滝」とも呼ばれます。

（2009.9.7）



吉無田水源（熊本県上益城郡御船町田代）

熊本名水100選の一つ、吉無田水源です。 

熊本市側から吉無田水源へは、「緑の村」キャンプ場のちょっと先になります。
 広い駐車場が用意されていますが、ほとんどの人は水源入り口に車を停めていました。 



水源のすぐ近くに祀られてあった山神社と水神社。  



吉無田水源のあらまし。 
今のように豊富な水源になったのは、先人の偉大な努力のおかげです。



水汲み場。
水を汲みに来る人がけっこう多いため、この一枚を撮るのにかなり苦労しました



少し下流では流れに降りられる場所もありました。
暑い日だったので足をつけると心地良いのですが、さすが水源の水だけあって冷たい！
もう5秒で十分、10秒も入れていたら辛くなります。 



ちなみに吉無田水源から山に入っていく道があったのですが、しばらく進んでも何もありません
でした。



（2010.6.5）



けやき水源（熊本県阿蘇郡小国町）

小国町にある『けやき水源』です。

けやき水源はすぐ近くにしか案内は出ていないのですが、212号線から小国町役場を通り過ぎてし
ばらく進むと、このような看板が見えてきます。
小国小学校のちょうど対岸です。



けやきの穴をくぐると良いそうですが、ちょっと大きさ的に苦しいかも。



けやき水源のけやき。
水を汲めるようにはなっていませんが、冷たく澄んだ水が湧き出ていました。

湧き出た水はそのまま川へと流れていきます。
ちなみに川の水と比べても、水源の水のほうが若干冷たく感じました。



私がいる間にも何人もこの水源に来て、足を水につけたりして涼をとっていました。
また川の対岸では小学生が泳いでいて、川のほうも水が綺麗なようです。

熊本市からだとちょっと遠いですが、夏の小国町ならお勧めのスポットです。

（2010.8.14）



太郎迫神社の湧水（熊本県熊本市立福寺町）

熊本市の北部にある太郎迫神社の湧水です。 

ここは名前の通り、太郎迫神社の敷地から湧き出ています。 この画像の左側が道路で、湧き水は
右側。 



手洗いの水は流しっぱなしでよく冷えており、これも湧き水を使っていることが分かります。 



見えている部分で一番上流がここ。 残念ながら水が吹き出ているような景色はありませんが、水
は当然澄み切っています。

ここの落ちている水を手ですくって飲みました。 



水を汲んで帰りたい方にはホースが用意されています。 ただし百円が必要。 



（2010.9.1）



潮井水源（熊本県上益城郡益城町杉堂）

潮井水源です。 
ドライブ中にたまたま見つけて寄ってきました。 

潮井水源までのけっこう入り組んだ狭い道を行くのですが、所々に案内が出ていますのでそれ
に従って行きましょう。
 

この水源にまつわる物語。



この場所で水を汲めます。



水を汲める場所の下には池があり、大きな鯉が泳いでいました。 



近くに祀ってあった潮井神社。

ここは徳富蘇峰の生誕地でもあるようです。 



（2010.9.11）



鳴岩の湧水（熊本県熊本市花園）

上熊本にある鳴岩（なりいわ）の湧水です。 
崇城大学前駅から車で数分程度。 

ここも熊本水遺産に登録されています。



右に見える看板の下のホースから水が出ています。
ちなみに看板は「花園７丁目急傾斜地崩壊危険区域」を示すもので、湧水とは全く関係なし。 



出ている水はこれ。 
あまり勢いはありませんでしたが、車で汲みに来ている人もいました。



またこのすぐ近くには、「神風連五士自刃の跡」がありました。
これは神風連の乱と言われる明治政府に対する士族反乱で、翌年の西南戦争につながるものとさ
れています。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E9%A2%A8%E9%80%A3%E3%81%AE%E4%B9%B1


（2010.9.20）



寂心さんの樟（クス）（熊本県熊本市北迫町）

樹齢800年以上と言われる「寂心さんの樟（クス）」です。

 

 違うアングルから。
 公園内にあるのですが、一際大きい茂みが目印となるので近づくとすぐに分かります。 

 

さすがにこれだけ大きいと枝の重さに耐え切れないようで、、このように枝を支えているところ
がいくつもありました。

file:///var/www/puboo/public/image/tmp/1126/OEBPS/image/20090709_053855_2.jpg
file:///var/www/puboo/public/image/tmp/1126/OEBPS/image/20090709_053507_2.jpg


 

枝が下がっていて、すぐに触れる高さになっています。 

 

幹を近くから。 力強い生命力を感じます。

  

説明文。 高さの29mもなかなかのものですが、枝張りが50m以上というのは驚異的です。 

file:///var/www/puboo/public/image/tmp/1126/OEBPS/image/20090709_054357_2.jpg
file:///var/www/puboo/public/image/tmp/1126/OEBPS/image/20090709_054448_2.jpg
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（2009.7.9）

file:///var/www/puboo/public/image/tmp/1126/OEBPS/image/20090709_054154_2.jpg


山吹水源（熊本県阿蘇郡産山村田尻）

熊本県産山村にある山吹水源です。

  

 山吹水源には阿蘇市側から11号線を上って行き、途中までは池山水源と同じ方向です。
 池山水源まであと数百メートルのところに案内があり、山吹水源まで7キロと表示されてい
ます。 
これ以降も小まめに案内がありますので、道に迷う事はないと思います。 
そして車を走らせていると、最初にこのような建物が目に入ります。

  

見えにくいですが、右側の石からは水が吹き出ており、上には「名水　山吹の水」の文字が。
 そして左側の建物はお手洗い。。。 
最初にこれが目に入った時のがっかり感が分かるでしょうか。 
わざわざ車を走らせて来たというのに、それがトイレの横から出る水だったなんて。。。 
と、これがフェイントその１。 
この道を挟んだ反対側に車が十数台停められそうな駐車場があるのですが、そこにこのような案
内が。 



 

矢印の先は少し下り坂になっており、そこを進むと水が流れる心地良い音がしてきます。 
そしてやっと飲みたいと思える水がありました！ 

 

真横には綺麗な小川が流れ、周りの木々も生命力を感じさせる空間でした。 



地蔵に手を合わせ、水の冷たさと美味しさに満足して写真を撮ったりしていました。
 と、これがフェイントその２。 
この後にまた駐車場の奥を見ると、今度はこのような案内が。 

 

・・・まあ、きちんと確認しなかったのが悪いのですが。 
ちょっと脱力気味になりながらも先へと進みます。 
ちなみに遊歩道は木々に囲まれ水の音が聞こえてもいますので、あまり長さを感じずに歩く事が
できました。 
脱力気味なのもすぐに復活。 途中の小川からの一枚。 

 

そしてとうとう、本物（笑）の山吹水源に到着できました。 



 

さすが、水源の名に恥じない雰囲気を漂わせていました。 
池山水源の近くだけあって、こちらも水質、雰囲気ともに素晴らしいものがあります。
 （ただ池山水源と比較すると一歩譲ってしまうのが、近いがための惜しさですが） 

（2009.9.27）





梅ノ木轟の滝（熊本県八代市泉町柿迫）

熊本県の泉町にある梅ノ木轟の滝です。

  

この滝は五家荘県立自然公園の中にありますが、ある地域一帯をさして公園としているので、公
園の入り口があるわけではありません。 
行く場合は445号線の梅ノ木茶屋が目印になります。 

 

梅ノ木茶屋の奥にある、この吊り橋を渡って行きます。 



 

滝までは吊り橋を渡って300mほど。
 途中にはこんな小さい吊り橋もあります。
上が「龍門橋」で下が「酔心橋」。 
ちなみに写真は撮れませんでしたが、途中でイノシシを見かけました。 こちらに気づくとすぐに
逃げてしまいましたが。

 



酔心橋くらいから滝の姿が良く見えるようになります。
水はきれいで、サンダルで水に入ると心地よかったです。
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（2009.8.4）


